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(田口小学校)
最高の思い出にと元気に走る子どもたち最高の思い出にと元気に走る子どもたち
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川
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こ
の
協
定
は
、
各
自
治
体
が

設
置
し
て
い
る
施
設
の
有
効
利

用
と
、
構
成
町
村
の
連
携
と
住

民
の
生
涯
学
習
、
文
化
及
び
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興
を
図
り
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
施
設
を
、
今
後
、
古
殿

町
民
の
方
が
利
用
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
設
置
町
村
住
民
が

利
用
す
る
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、

利
用
手
続
き
を
と
り
、
同
額
の

利
用
料
金
で
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
古
殿
町
内
に
あ
る
下

記
施
設
も
、
石
川
郡
内
の
住
民

の
方
々
は
、
同
じ
条
件
で
利
用

で
き
ま
す
。

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
18
日
か
ら
24
日
ま

で
７
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
１
日
繰
り
上
げ

て
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

公
の
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
、
公
の
施
設
の
利
用
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
ほ
か
、
補
正
予
算
・
条
例
の
一
部
改
正
・

町
道
認
定
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
14
件
の
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
地
デ
ジ
難

視
聴
地
域
解
消
な
ど
に
つ
い
て
町
政
を
質
し
ま

し
た
。

利
用
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

町民水泳プール

高房青少年自然の家

流鏑馬広場（弓道場に限る）

農業集落多目的集会施設（大網庵）

介護予防拠点施設（いきいき遊里工房）

石
川
地
方
５
町
村
の

石
川
地
方
５
町
村
の

　
　

公
共
施
設
が
相
互
利
用
で
き
ま
す

　
　

公
共
施
設
が
相
互
利
用
で
き
ま
す

採
決
の
結
果　

可
決
（
全
員
賛

成
）

施設の有効利用を施設の有効利用を施設の有効利用を
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町村連携の強化により町村連携の強化により町村連携の強化により
利用できる石川地方の施設　(利用方法は各町村のホームページに掲載 )

町村名 施設の名称 所　　在　　地

石川町

総合運動公園 字渡里沢 296-8

町民グランド 字関根 234

温水プール 大字双里字川向 2-2

武道館 大字双里字川向 91

勤労青少年ホーム 字当町 418-1

母畑レークサイドセンター 大字母畑字梅木入 71-8

町村名 施設の名称 所　　在　　地

平田村

フィジーク２Ｂ
ひらたフィットネスクラブ 大字永田字切田 126

勤労者体育センター 大字永田字切田 158-4

総合運動場 大字永田字切田 40-2

伝統文化等保存伝習施設 大字蓬田新田字蓬田岳 216

屋内ゲートボール場 大字永田字戸花 124

町村名 施設の名称 所　　在　　地

玉川村

たまかわ文化体育館 大字小高字大谷地 71

村民グランド 大字小高字大谷地 88

村民テニスコート 大字小高字大谷地 88

就業改善センター 大字小高字中畷 10

町村名 施設の名称 所　　在　　地

浅川町

町民体育館 大字浅川字背戸谷地 143-5

町民グランド 大字浅川字古語宮 134

武道館 大字浅川字背戸谷地 144-4

勤労者体育センター 大字蓑輪字山敷田 56-1

勤労者テニスコート 大字蓑輪字山敷田 56-1

コミュニティセンター 大字袖山字森下 295

総合体育館と多目的広場

たまかわ文化体育館

伝統文化等保存伝習施設　「樹里庵」

武　道　館
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「
公
の
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
議
」
と
「
公
の
施
設
の
利

用
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

協
議
に
つ
い
て
は
、相
互
利
用
の
た
め
の
協
定
書
の
締
結
の
承
認
、

条
例
に
つ
い
て
は
、
町
施
設
の
利
用
条
例
の
特
例
と
し
て
、
町
民
以

外
の
石
川
地
方
の
住
民
も
町
民
と
同
じ
条
件
で
施
設
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
・
職
員
の
育
児
休
業
等
・
職
員
団
体

の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
３
条
例
の
一
部
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
職
員
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

石
川
地
方
の
公
共
施
設

を
相
互
利
用
へ

職
員
の
子
育
て
支
援
等

に
関
す
る
条
例
の
改
正

質
疑

質
疑

職
員
団
体
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
。

A QQ A QQAAAA
こ
の
施
設
の
利
用
料
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

相
互
利
用
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
設
置
町
村
の
住

民
と
同
じ
料
金
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

職
員
組
合
と
捉と

ら

え
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

相
互
利
用
で
き
る
施
設
の

選
定
基
準
的
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

各
町
村
の
中
で
特
徴
あ
る
施
設
の
相
互
利
用
を
図
ろ
う

と
言
う
こ
と
か
ら
、
古
殿
町
と
し
て
は
、
町
民
運
動
場

と
町
民
体
育
館
は
除
き
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
他
の

町
村
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
挙
が
っ
て
き
ま
し
た
。

A QQAA
こ
れ
ら
の
施
設
の
利
用
申
し
込
み
は

ど
う
す
る
の
か
。

利
用
さ
れ
る
方
が
、
直
接
申
し
込
み
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
協
定
の
締
結
後
に
は
、
関
係
自
治
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
利
用
案
内
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

採
決
の
結
果　

可
決
（
全
員
賛
成
）

採
決
の
結
果　

可
決
（
全
員
賛
成
）

町道路線の廃止

町道路線の認定

路線名 延長 幅員

鎌田農村広場線 454.8m 3.9m

広沢線 656.6m 4.2m

路線名 延長 幅員

長光地広沢線 977.3m 3.9 ～ 4.2m

古殿小学校線 64.5m 6.5 ～ 8.5m

相互利用される相互利用される
古殿町の施設古殿町の施設
相互利用される相互利用される
古殿町の施設古殿町の施設

流鏑馬広場・弓道場流鏑馬広場・弓道場

介護予防拠点施設・いきいき遊里工房介護予防拠点施設・いきいき遊里工房町民水泳プール町民水泳プール農業集落多目的集会施設「大網庵」農業集落多目的集会施設「大網庵」

古殿小学校線古殿小学校線

高房青少年自然の家高房青少年自然の家

審
議
議
案

審
議
議
案審

議
議
案

審
議
議
案

QQAAA
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一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容
は
、

歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
て
お
い
た
地
域
活
性
化
・

公
共
投
資
交
付
金
の
活
用
が
主
で

あ
り
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
ふ
る
ど

の
東
地
区
調
査
設
計
委
託
料
３
３

０
万
円
、
大
網
庵
擁
壁
改
修
に
１

２
０
０
万
円
、
馬
場
橋
架
け
替
え

に
伴
う
調
査
委
託
料
と
し
て
の
２

０
０
０
万
円
が
あ
り
ま
す
。

会 計 区 分 補正前の予算額 補正予算額 採決の結果

一 般 会 計 35億4,000万円 2,732万円 可決(全員賛成)

特
別
会
計

国民健康保険 7億2,560万円 △3,181万円 可決(全員賛成)

介 護 保 険 5億4,390万円 (組み替えのため総
額は変わらず) 可決(全員賛成)

( １万円未満切り捨て )

馬
場
橋
に
調
査
設
計
が

国
保
税
率
を
据
え
置
き

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
を
考

慮
し
、
国
保
税
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
、
税
率
を
据
え
置
き
、

決
算
剰
余
金
と
国
保
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
し
た
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
は
、

保
険
給
付
費
の
組
み
替
え
に
伴
う

歳
出
補
正
で
す
。

１　

契
約
の
目
的

　
　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業　

　
　

町
道
仁
田
線(

橋
り
ょ
う
上
部
工)

２　

契
約
の
方
法

　
　

一
般
競
争
入
札

３　

契
約
金
額

　
　

６
３
０
０
万
円

４　

契
約
の
相
手
方　

　
　

郡
山
市　

矢
田
工
業
㈱

　
　

代
表
取
締
役　

成
田 

正
樹

５　

工　

期

　
　

平
成
23
年
３
月
29
日

質
疑町

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
負
担
金
の

内
容
は
。

５
月
に
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
７
１
万
８
０
０
０

円
の
予
算
は
、
当
初
に
議
決
さ
れ
た
有
害
鳥
獣
捕

獲
事
業
委
託
料
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
備
品
購
入
費

を
組
み
替
え
て
合
算
し
計
上
し
た
も
の
で
す
。

馬
場
橋
架
け
替
え
に
伴
う
橋
り
ょ
う
測
量

設
計
委
託
料
だ
が
、
そ
の
見
通
し
は
ど
う

な
の
か
。

現
在
の
河
川
区
域
が
未
改
修
区
間
と
な
っ
て
お
り
、

県
で
は
工
事
計
画
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

架
橋
地
点
の
調
査
を
す
る
と
い
う
委
託
料
で
あ
り
、

次
年
度
に
直
ぐ
事
業
化
す
る
と
言
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ふ
る
ど
の
東
地
区
調
査
設
計
委
託
料
は
、

も
う
一
度
計
画
を
見
直
す
た
め
に
行
う
も

の
な
の
か
。

国
の
指
数
の
大
幅
な
改
正
に
基
づ
き
、
新
た
に
申

請
す
る
た
め
の
も
の
で
、
見
直
す
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

採
択
に
な
る
ま
で
、
毎
年
申
請
す
る
と
言

う
こ
と
だ
か
、
こ
の
委
託
料
は
、
毎
年
こ

の
程
度
要
す
る
の
か
。

昨
年
、
国
の
指
数
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
た
め
に
行

う
も
の
で
あ
り
、
毎
年
か
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
採
択
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
単
価

の
組
み
替
え
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

補正予算の状況と採決の結果補正予算の状況と採決の結果補正予算の状況と採決の結果補正予算の状況と採決の結果

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

仁田橋工事 (下部工 )仁田橋工事 (下部工 )

審
議
議
案採

決
の
結
果　

可
決
（
全
員
賛
成
）

QQQQQQQQ AAAAAAAAAAAA
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
一般質問は、６月23日に７人の議員が14問の質問を行いました。
質疑応答の一部を要約してお伝えします。　　　　(順不同 )

◆岡部政一議員
　•人口減少に対する町の施策について
　•危機管理対策について
　•その後の中山間総合整備事業について

◆佐川勇司議員
　•県道135号( 三株下市萱小川 )線の整備に
ついて

　•地デジ難視聴対応と進捗状況について

◆佐藤弘信議員
　•地上デジタル放送の難視聴地域への対応
について

◆岡部淳一議員
　•税金滞納問題の対応と考え方について
　•河川管理と管理道などの整備改良について
　•当面する課題への取り組みについて

◆佐藤一夫議員
　•子宮頚がんの対策について
　•入札制度の現状と最低制限価格の導入につい
て

◆高木節男議員
　•改正過疎法による具体的なビジョンは

◆近内光英議員
　•業者指名のあり方と議会での対応について
　•おふくろの駅の運営について
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岡
おか

部
べ

　政
まさ

一
いち

 議員

　
　
　
　

現
在
、
わ
が
町
の

　
　
　
　

人
口
は
６
０
３
４

人
で
世
帯
数
は
１
７
９
１
世

帯
で
す
。
年
間
の
人
口
減
少

率
は
約
90
〜
１
０
０
人
で
す
。

平
成
32
年
に
は
人
口
が
５
０

３
４
人
で
世
帯
数
は
１
７
６

７
世
帯
に
な
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。
人
口
の
減
少
を
考
え

る
と
町
の
将
来
が
大
変
懸
念

　
　
　
　

昨
年
は
新
型
イ
ン

　
　
　
　

フ
ル
エ
ン
ザ
、
今

年
は
宮
崎
県
に
発
生
し
た
家

畜
伝
染
病
口
蹄
疫
の
感
染
力

が
強
く
、
家
畜
19
万
頭
を
殺

処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

突
如
と
し
て
起
き
る
大
事

QQ

QQ

QQ AAAAAA

AAA 人
口
減
少
対
策
は

危
機
管
理
対
策
は
万
全
か

関
係
機
関
と
連
携
し
対
処
す
る

中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
の
現
状
は

事
業
採
択
に
向
け
手
続
き
中

子
育
て
環
境
の
充
実
を

さ
れ
ま
す
。

第
１
点　

人
口
減
少
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
る
の
か
。

第
２
点　

人
口
減
少
に
歯
止

め
か
け
る
施
策
は
何
か
。

第
３
点　

過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
要
件
は
何
か
。

第
４
点　

合
併
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

れ
、
現
行
の
国
・
県
に
よ
る

積
極
的
な
関
与
等
を
廃
止
し
、

自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
を

選
択
す
る
内
容
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
管
内
町
村
の
現
時

点
で
の
対
応
状
況
か
ら
合
併

は
難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

一 般 質 問

仲良しの双子姉妹

緊急時の連絡網・防災行政無線親局

　
　
　
　

１
点
目　

町
の
人

　
　
　
　

口
減
少
は
地
理
的

条
件
と
、
戦
後
の
国
家
と
し

て
社
会
・
経
済
政
策
が
基
本

的
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

２
点
目　

人
口
問
題
の
根
本

の
施
策
は
こ
ど
も
を
生
み
、

育
て
や
す
い
社
会
環
境
の
整

備
で
あ
り
、
国
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充

実
と
国
県
の
施
策
に
連
携
し

た
取
り
組
み
に
あ
り
ま
す
。

３
点
目　

過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
平
成
27
年
度
ま
で
、

６
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
疎
地
域
の
要
件
は
、
人

口
減
少
率
と
財
政
力
指
数
で

あ
り
ま
す
。

４
点
目　

市
町
村
合
併
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
の
適
用

期
限
が
本
年
３
月
31
日
と
な

っ
て
い
た
が
10
年
間
延
長
さ

件
や
大
火
災
に
迅
速
か
つ
総

合
的
な
対
策
が
生
命
と
財
産

を
守
り
ま
す
。

第
１
点　

口
蹄
疫
の
感
染
予

防
対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

突
発
的
な
事
態
に

対
応
で
き
る
危
機
管
理
シ
ス

テ
ム
を
構
築
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　

１
点
目　

町
で
は

　
　
　
　

飼
養
畜
産
農
家
に

消
石
灰
と
消
毒
方
法
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
。

２
点
目　

災
害
対
策
本
部
の

設
置
、
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
注
意
の
喚
起
、
消
防
団
、

行
政
区
長
へ
の
周
知
す
る
シ

ス
テ
ム
等
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

昨
年
の
民
主
党
政

　
　
　
　

権
に
よ
る
事
業
仕

分
け
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ

た
東
地
区
の
中
山
間
地
域
整

備
事
業
は
。

第
１
点　

東
地
区
の
中
山
間

地
域
整
備
事
業
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

東
地
区
の
中
山
間

地
域
整
備
事
業
は
着
工
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
　

１
点
目　

２
点
目

　
　
　
　

は
、
平
成
23
年
度
、

事
業
採
択
を
目
指
し
て
、
現

在
手
続
き
を
し
て
お
り
、
事

前
に
国
と
の
協
議
が
整
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
採
択
に
な

れ
ば
、
全
て
の
事
業
が
実
施

で
き
ま
す
。
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一 般 質 問

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

QQ

QQ

AAA

AAA 県
道
三
株
下
市
萱
小
川
線
、

整
備
計
画
の
進
展
は

地
デ
ジ
放
送
ま
で
約
４
０
０
日
、

完
全
受
信
対
応
は

完
全
受
信
に
向
け
、

諸
問
題
を
国
へ
要
望

早
期
の
工
事
着
手
を

引
き
続
き
要
望
す
る

　

ま
た
、
小
名
沢
地
内
は
、

今
年
度
、
詳
細
設
計
と
地
質

調
査
を
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
い
ず
れ
の
箇
所

と
も
、
早
期
の
整
備
を
要
望

し
ま
す
。

県道三株下市萱小川線
古内地内

県道三株下市萱小川線
小名沢地内

地デジ「キャラクター」

　
　
　
　

県
道
三
株
下
市
萱

　
　
　
　

小
川
線
は
、
住
民

の
生
活
重
要
路
線
で
あ
り
、

ま
た
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の

重
要
幹
線
で
あ
り
ま
す
。
安

心
安
全
な
通
行
と
地
域
活
性

と
進
展
の
た
め
に
も
、
早
急

な
整
備
が
急
務
と
思
い
ま
す
。

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

こ
の
路
線
の
（
大

久
田
地
内
）
整
備
計
画
に
つ

い
て
の
経
過
と
進
展
は
。

第
２
点　

町
が
実
施
し
て
い

る
道
路
環
境
整
備
は
同
様
に

こ
の
路
線
に
も
必
要
と
思
う

が
、
県
と
協
議
を
進
め
る
考

え
は
。

第
３
点　

下
松
川
古
内
地
内

の
整
備
と
小
名
沢
地
内
の
危

険
防
止
等
整
備
に
つ
い
て
、

県
と
の
協
議
と
進
展
は
。

　
　
　
　

１
点
目　

現
在
、

　
　
　
　

土
地
買
収
価
格
の

基
礎
と
な
る
、
土
地
評
価
鑑

定
を
行
っ
て
お
り
、
完
了
次

第
用
地
買
収
に
着
工
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

２
点
目　

日
陰
対
策
の
支
障

木
伐
採
を
、
重
点
的
に
要
望

し
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

観
点
か
ら
も
、
要
望
を
行
い

ま
す
。

３
点
目　

古
内
地
内
は
現
道

対
策
と
し
て
、
砂
利
部
の
舗

装
等
で
す
が
、
予
算
の
状
況

に
よ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

来
年
７
月
24
日
で

　
　
　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
国
策
と
し
て
完
全
移
行

す
る
運
び
と
思
い
ま
す
。
こ

の
放
送
が
完
全
受
信
で
き
る

の
か
町
民
の
不
安
に
対
す
る

対
応
、
そ
し
て
、
町
民
の
暮

ら
し
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

の
点
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

難
視
聴
地
区
に
対

す
る
国
・
県
・
町
の
対
応
と

支
援
内
容
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

共
聴
施
設
新
設
等

の
ア
ン
テ
ナ
対
策
の
支
援
を

受
け
る
手
順
の
流
れ
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
の
支
援
は
ど
ん

な
内
容
な
の
か
。

第
３
点　

共
聴
施
設
新
設
等

の
進
捗
状
況
は
、
ど
の
段
階

な
の
か
。

第
４
点　

共
聴
施
設
組
合
新

設
等
に
伴
う
多
大
の
資
金
や

維
持
管
理
が
大
き
く
、
対
応

に
苦
心
し
て
い
る
住
民
へ
の

対
処
策
の
考
え
は
。

　
　
　
　

１
点
目　

こ
の
放

　
　
　
　

送
対
策
事
業
は
、

国
及
び
放
送
事
業
者
が
主
体

的
に
行
う
も
の
で
す
。
難
視

の
調
査
か
ら
組
合
設
立
の
助

言
、
工
事
費
の
算
出
、
申
請

書
類
の
作
成
な
ど
の
業
務
は

地
域
推
進
協
議
会
と
工
事
会

社
が
連
携
し
て
支
援
を
行
い

ま
す
。
町
の
対
応
は
、
組
合

が
行
う
、
工
事
の
補
助
金
交

付
申
請
書
を
、
県
を
通
じ
て
、

国
に
送
る
業
務
の
み
と
な
り

ま
す
。

２
点
目　

工
事
の
補
助
金
交

付
申
請
書
を
、
国
に
提
出
し

て
か
ら
、
国
の
審
査
を
受
け
、

組
合
が
工
事
会
社
と
直
接
契

約
と
な
り
ま
す
。
町
の
支
援

は
、
町
民
の
質
問
、
相
談
な

ど
を
、
国
等
に
伝
達
の
ほ
か
、

財
政
的
支
援
に
特
定
さ
れ
ま

す
。

３
点
目　

対
象
と
な
る
13
地

区
の
う
ち
、
１
組
合
の
計
画

書
が
提
出
さ
れ
、
国
の
審
査

を
受
け
て
き
た
が
、
維
持
管

理
の
部
分
が
補
助
金
対
象
外

と
さ
れ
、
全
地
区
対
象
の
役

員
説
明
会
を
工
事
会
社
と
開

催
し
ま
し
た
が
、
維
持
管
理

費
が
課
題
と
な
り
、
工
事
会

社
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
ま

し
た
。

４
点
目　

国
、
県
補
助
を
除

い
た
、
組
合
個
人
負
担
３
万

５
０
０
０
円
で
、
そ
れ
以
上

は
町
が
助
成
し
ま
す
が
、
共

架
料
の
値
上
げ
等
、
維
持
管

理
の
負
担
増
大
が
見
込
ま
れ
、

そ
の
対
策
等
を
国
に
対
し
要

望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
独

自
に
工
事
方
法
を
含
め
、
関

係
機
関
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

　
　
　
　

平
成
23
年
７
月
24

　
　
　
　

日
か
ら
テ
レ
ビ
放

送
が
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら

デ
ジ
タ
ル
放
送
化
さ
れ
、
テ

レ
ビ
視
聴
が
一
変
さ
れ
ま
す
。

国
の
政
策
で
進
め
ら
れ
て
き

て
お
り
、
高
画
質
・
高
音
質

さ
ら
に
は
情
報
量
や
正
確
差

が
格
段
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
ま
す
と
電

波
に
35
％
の
余
裕
が
で
き
、

安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
の
た

め
に
、
有
効
利
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
残
す
と

こ
ろ
１
年
あ
ま
り
と
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
対
策
が

残
さ
れ
て
お
り
、
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
も
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
国
策

QQ

AAA

国
策
で
あ
る
地
デ
ジ
難
視
聴

対
策
へ
の
取
り
組
み
は
国
の
責
任
に
お
い
て
受
信
対
策
に

万
全
を
期
す
よ
う
求
め
て
い
く

を
訪
問
し
た
際
、
難
視
聴
地

域
の
対
応
策
と
し
て
、
暫
定

衛
星
利
用
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
が
、
国
の
責
任
に
お
い

て
、
期
日
ま
で
に
受
信
対
策

に
万
全
を
期
す
よ
う
求
め
ま

し
た
。

改修が進む舘山中継所

地デジ普及に対する説明会
普及が進む地デジ対応型テレビ

で
あ
る
地
デ
ジ
放
送
に
移
行

す
る
に
あ
た
り
、
町
の
か
か

わ
り
方
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

国
の
政
策
で
は
あ

り
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
地

デ
ジ
移
行
に
対
し
て
の
役
割

は
何
か
。

第
２
点　

前
木
地
区
か
ら
竹

貫
の
一
部
の
地
区
は
、
荷
市

場
局
が
廃
止
に
伴
い
来
年
の

地
デ
ジ
放
送
開
始
に
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
情
報
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
町
で
は
そ

の
よ
う
な
状
況
を
ど
の
程
度

把
握
し
て
い
る
の
か
。

第
３
点　

そ
の
後
町
で
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
た
の
か
。

第
４
点　

一
部
に
は
要
望
書

を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
べ

き
と
の
動
き
が
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
必
要
か
。

第
５
点　

国
の
政
策
で
あ
り
、

町
と
し
て
は
直
接
の
事
業
主

体
で
な
い
と
認
識
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
来
年
の
地
デ
ジ

放
送
移
行
時
に
難
視
聴
地
域

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
は
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　

１
点
目　

地
元
説

　
　
　
　

明
会
の
連
絡
調
整
、

参
加
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

補
助
金
申
請
書
等
の
国
へ
の

進
達
、
補
助
金
の
嵩か

さ

上あ

げ
が

主
な
も
の
で
す
。

２
点
目　

国
の
改
修
計
画
に

荷
市
場
中
継
局
が
入
っ
て
お

ら
ず
、
国
へ
の
照
会
を
行
い
、

同
中
継
局
の
設
置
者
で
あ
る

放
送
事
業
者
に
対
し
、
改
修

の
要
望
書
を
提
出
し
、
今
年

３
月
に
も
東
北
総
合
通
信
局

に
対
し
、
早
期
調
査
の
依
頼

を
行
い
ま
し
た
。

３
点
目　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送

局
長
並
び
に
、
東
北
総
合
通

信
局
長
に
対
し
、
地
域
の
状

況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
早

期
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

４
点
目　

放
送
事
業
者
５
社

が
、
町
の
要
請
に
よ
り
、
来

年
度
始
め
の
改
修
を
目
指
し
、

検
討
を
開
始
す
る
と
の
報
告

を
受
け
て
お
り
、
今
後
の
推

移
を
見
守
っ
て
い
く
。

５
点
目　

東
北
総
合
通
信
局

及
び
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

QQ 税
金
滞
納
問
題
の

対
処
と
考
え
方
は

　
　
　
　

１
点
目　

生
活
実

　
　
　
　

態
は
申
告
相
談
の

　
　
　
　

町
内
を
流
れ
る
鮫

　
　
　
　

川
は
、
町
民
生
活

に
関
わ
る
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
川
で
あ
る
と
同

時
に
、
流
域
住
民
に
よ
る
治

水
、
利
水
、
環
境
の
在
り
方

が
考
え
ら
れ
、
多
く
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
河
川
利
用
と
管
理

の
在
り
方
、
管
理
道
及
び
関

連
す
る
町
道
の
整
備
改
良
に

QQ

AAA

AAA

公
平
性
を
確
保
し
、不
満
・
不
公

平
感
の
解
消
に
つ
な
げ
た
い

町
民
の
協
力
で

河
川
環
境
の
保
全
を
図
る

河
川
管
理
と
管
理
道

な
ど
の
整
備
協
議
は

際
や
滞
納
者
へ
の
訪
問
徴
収

時
に
確
認
し
、
資
料
は
、
滞

町
お
こ
し
に
つ
な
げ
る
考

え
は
あ
る
か
。

河川敷の桜並木　(上松川地内 )

　
　
　
　

町
は
３
月
の
議
会

　
　
　
　

で
滞
納
者
へ
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
滞
納
者
に
対
す
る

対
応
が
こ
れ
ま
で
ど
う
い
う

内
容
だ
っ
た
の
か
、
は
た
し

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
が

古
殿
町
の
よ
う
な
小
さ
な
町

に
と
っ
て
必
要
な
施
策
な
の

か
、
次
の
点
を
質
問
し
ま
す
。

第
１
点　

町
民
生
活
の
実
態
、

滞
納
者
が
置
か
れ
て
い
る
生

活
実
態
の
把
握
は
具
体
的
に

ど
う
し
て
い
る
の
か
。
取
り

ま
と
め
た
資
料
は
あ
る
か
。

第
２
点　

滞
納
者
に
対
す
る

対
処
方
法
は
。
ま
た
そ
の
方

法
で
は
対
処
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
か
。

第
３
点　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

制
限
に
現
時
点
で
踏
切
っ
た

具
体
的
な
理
由
は
何
か
。

第
４
点　

制
限
措
置
で
滞
納

が
改
善
さ
れ
る
根
拠
は
何
か
。

第
５
点　

わ
が
町
の
よ
う
な

小
さ
な
町
は
、
納
税
に
お
い

て
も
滞
納
問
題
に
お
い
て
も

信
頼
関
係
に
基
づ
く
も
の
と

思
う
が
町
の
考
え
は
。

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

河
川
管
理
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
町
と
県
の
協

議
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

県
と
し
て
の
管
理

道
整
備
計
画
は
あ
る
か
、
町

は
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、

ま
た
、
河
川
に
関
係
す
る
町

道
を
含
め
今
後
ど
う
す
る
の

か
。

第
３
点　

環
境
を
守
る
た
め

納
者
へ
の
相
談
、
聞
き
と
り
、

申
告
状
況
な
ど
で
把
握
し
た

記
録
カ
ー
ド
を
備
え
て
い
ま

す
。

２
点
目　

督
促
状
を
送
付
す

る
ほ
か
、
未
納
の
お
知
ら
せ
・

催
告
書
・
警
告
書
を
郵
送
し

ま
す
。
ま
た
、
電
話
や
訪
問

で
納
付
を
促
し
て
い
る
が
応

じ
な
い
方
も
い
ま
す
。

３
点
目　

徴
税
等
の
公
平
性

を
確
保
し
、
健
全
な
行
政
運

営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
納
税
者
の
不
満
、
不
公

平
感
の
解
消
に
つ
な
げ
る
も

の
で
す
。

４
点
目　

納
税
意
識
が
極
め

て
低
い
滞
納
者
に
納
税
相
談
、

納
付
交
渉
の
場
に
で
て
も
ら

う
こ
と
で
滞
納
が
改
善
す
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

５
点
目　

制
裁
を
科
す
の
で

は
な
く
、
応
益
負
担
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
信
頼
関
係

に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　
　
　

１
点
目　

河
川
管

　
　
　
　

理
は
、
県
が
行
う

も
の
で
あ
り
、
町
が
使
用
さ

せ
て
も
ら
う
場
合
は
協
議
し

て
い
ま
す
。

２
点
目　

現
時
点
で
は
、
県

の
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
管
理
道
が
生
活
道

路
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

路
線
は
、
協
議
を
行
い
、
改

良
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

３
点
目　

町
で
は
、
公
共
水

域
の
水
質
保
全
の
観
点
か
ら
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

に
町
や
町
民
が
ど
う
関
わ

っ
て
い
く
べ
き
か
。

第
４
点　

河
川
沿
い
の
桜
を

事
業
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
・
河
川
愛
護

デ
ー
で
は
、
除
草
や
ゴ
ミ
拾

い
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

河
川
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
点
目　

桜
に
つ
い
て
は
、

各
種
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
町
お

こ
し
に
つ
な
げ
る
に
は
、
も

う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
。
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

　
　
　
　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
る
、
子
宮
頸
ガ
ン
が
社
会

問
題
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、

各
自
治
体
で
も
支
援
対
策
が

実
施
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
検
診
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
ガ
ン

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　

つ
て
い
は
、
日
本

国
内
で
昨
年
10
月
に
承
認
、

12
月
21
日
に
一
般
医
療
機
関

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
で
の
接
種
が
開

始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

ま
た
、
任
意
接
種
と
い
う
こ

QQ

QQ

AAA

AAA 公
費
負
担
に
よ
る

子
宮
頸
ガ
ン
対
策
は

最
低
制
限
価
格
導
入
の
考
え
は

当
面
は
現
行
方
式
で
実
施

動
向
を
注
視
し
検
討 が

、
費
用
が
高
額
で
も
あ
り

ま
す
。

　

少
子
化
対
策
も
含
め
、
小

学
６
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

の
女
子
生
徒
を
対
象
と
し
た

全
額
公
費
負
担
に
よ
る
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

と
か
ら
、
今
後
の
動
向
を
見

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

進む統合小学校増築工事

完成し安全を祈願:町道大平上
かみくまだかす

鵰巣線ほか２路線

　
　
　
　

公
共
事
業
の
全
て

　
　
　
　

が
、
税
金
に
よ
る

原
資
を
も
っ
て
実
施
す
る
わ

け
で
す
か
ら
、
透
明
性
・
公

平
性
が
確
保
さ
れ
る
の
は
当

然
で
す
。

　

入
札
制
度
の
現
状
と
、
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

第
１
点　

指
名
競
争
入
札
と
、

一
般
競
争
入
札
の
落
札
率
が
、

か
い
離
し
て
い
る
が
ど
う
見

て
い
る
か
。

第
２
点　

デ
フ
レ
脱
却
も
ふ

ま
え
、
一
般
競
争
入
札
に
最

低
制
限
価
格
を
導
入
し
て
は
。

第
３
点　

今
後
の
入
札
制
度

に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
　
　
　

１
点
目　

そ
れ
ぞ

　
　
　
　

れ
の
結
果
で
は
あ

る
が
、
一
般
競
争
入
札
は
事

業
規
模
、
参
加
条
件
も
高
め

と
な
り
、
応
札
す
る
会
社
の

経
営
規
模
も
大
き
い
こ
と
が

一
因
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

２
点
目　

三
位
一
体
改
革
お

よ
び
政
権
交
代
に
よ
る
施
策

の
転
換
に
よ
り
、
公
共
事
業

が
削
減
さ
れ
、
経
営
環
境
が

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
公

共
工
事
は
透
明
性
、
公
正
な

競
争
の
原
則
に
よ
り
、
現
時

点
で
導
入
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

３
点
目　

現
行
の
入
札
方
式

を
基
本
に
、
透
明
性
の
確
保

に
努
め
ま
す
。
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

　
　
　
　

地
域
格
差
是
正
の

　
　
　
　

目
的
の
過
疎
法
が

制
定
さ
れ
、
わ
が
町
も
多
大

な
る
恩
恵
を
受
け
、
最
大
の

QQ 改
正
過
疎
法
の
計
画
案
は

効
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
疎
法
が
改
正
さ
れ
、

６
年
間
の
延
長
措
置
が
取
ら

れ
ま
し
た
。

AAA 各
事
務
事
業
の
調
整
を
行
う

“やすみなん処”でひと休み“やすみなん処”でひと休み

空き店舗活用の無料休憩所で商店街の活性化を空き店舗活用の無料休憩所で商店街の活性化を

子ども達の未来に向けて有効活用を（宮本小学校）子ども達の未来に向けて有効活用を（宮本小学校）

　

過
疎
地
域
の
緊
急
課
題
解

消
に
は
、
ソ
フ
ト
面
の
課
題

が
重
要
な
こ
と
か
ら
ソ
フ
ト

事
業
へ
の
対
象
拡
大
へ
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正

に
伴
い
、
現
実
的
で
具
体
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

わ
が
町
の
過
疎
計

画
が
、
ソ
フ
ト
事
業
を
含
め

変
更
は
あ
る
の
か
。

第
２
点　

ソ
フ
ト
事
業
の
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
含
む
具
体
的
計

画
案
が
、
ど
の
様
に
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

第
３
点　

実
施
計
画
作
成
に
、

町
民
の
声
を
取
り
上
げ
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

１
点
目　

第
６
次

　
　
　
　

振
興
計
画
に
掲
げ

た
基
本
構
想
、
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
計
画

の
未
達
成
部
分
と
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ

た
、
ソ
フ
ト
分
を
含
め
た
計

画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

こ
れ
ま
で
町
独
自

に
進
め
て
き
た
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
対
象
と
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
事

務
事
業
の
調
整
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

３
点
目　

過
疎
計
画
の
基
本

と
な
る
、
第
６
次
振
興
計
画

の
策
定
の
な
か
で
、
審
議
委

員
会
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
新
た
な
意
見
の

徴
取
等
は
、
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
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一 般 質 問

近
こん

内
ない

　光
こう

英
えい

 議員

　
　
　
　

３
月
議
会
で
公
共

　
　
　
　

工
事
の
入
札
と
契

約
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

再
確
認
の
意
味
か
ら
次
の
点

を
伺
う
。

　
　
　
　

町
生
産
物
直
売
所

　
　
　
　

運
営
協
議
会
が
、

６
月
１
日
よ
り
法
人
化
さ
れ

㈱
お
ふ
く
ろ
の
駅
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
運
営
す
る
こ

の
施
設
は
、
国
の
補
助
を
受

け
建
設
さ
れ
た
が
、
農
産
物

等
の
受
託
販
売
を
通
し
て
農

業
の
振
興
と
特
産
品
の
開
発

に
狙
い
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

QQ

QQ

AAA 業
者
指
名
の
考
え
方
は

公
益
と
公
正
を
基
本
に

お
ふ
く
ろ
の
駅
目
指
す
方
向
は

は
、
地
域
で
と
の
思
い
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

　

設
置
か
ら
今
日
ま
で
、
関

係
者
の
努
力
に
よ
り
、
特
に

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と

し
て
も
そ
れ
な
り
の
成
果
を

あ
げ
て
い
る
と
思
う
。
今
年

に
入
り
「
道
の
駅
」
指
定
と

法
人
化
に
よ
り
、
一
層
の
飛

躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

が
問
題
点
も
散
見
さ
れ
る
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
運
営

を
目
指
す
の
か
。

公
益
と
公
正
さ
を
基
本
に
、

透
明
性
の
あ
る
事
業
執
行
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

２
点
目　

質
問
の
趣
旨
、
真

意
の
理
解
に
努
め
、
真
摯
に

対
応
し
ま
す
。

　
　
　
　

昨
年
度
実
績
で
、　

　
　
　
　

出
荷
登
録
者
２
１

３
人
、
年
間
売
上
高
１
億
２

０
０
０
万
円
、
利
用
者
９
万

２
０
０
０
人
と
横
ば
い
状
態

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
」と
し
て
登
録
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

の
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

反
面
、
生
産
物
の
種
類
が
少

な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
こ
と

AAA 生
産
者
の
収
益
増
と
、

利
用
者
に
親
し
ま
れ
る
運
営
を

か
ら
、
関
係
者
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
多
品
目
栽
培
と
特

産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

情
報
発
信
と
地
域
振
興
の

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
生
産
者
の
収
益
増
を
図

り
つ
つ
、
利
用
者
に
と
っ
て

は
利
用
し
や
す
く
、
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
施
設
運
営
を
心

が
け
ま
す
。

工事が完了した「町道松久保長八内線」工事が完了した「町道松久保長八内線」
(長八内地内 )( 長八内地内 )

道の駅の指定を受けた「おふくろの駅」道の駅の指定を受けた「おふくろの駅」

おふくろの駅の“農産物コーナー”おふくろの駅の“農産物コーナー”

第
１
点　

入
札
で
の
業
者
指

名
の
考
え
方
は
何
が
基
本
か
。

第
２
点　

議
会
答
弁
は
質
問

者
の
真
意
を
理
解
し
て
答
弁

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　

１
点
目　

地
域
で

　
　
　
　

ま
か
な
え
る
も
の
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委

員

会

報

告

産
業
建
設

　
　

常
任
委
員
会

　

現
地
調
査
後
、
次
の
様
な

意
見
が
出
る
。

①
旧
橋
の
橋
面
劣
化
部
分
の

予
防
対
策
措
置
が
必
要
。

②
速
や
か
な
水
路
修
繕
の
対

応
が
必
要
。

　

６
月
22
日
産
業
建
設
常
任

委
員
会
は
、
所
管
の
事
務
調

査
の
た
め
、
次
の
箇
所
を
現

地
調
査
し
た
。

① 地域活力基盤創造交付金事業　町道仁田線

② 　　　〃　　　　　　町道松久保長八内線

③ 下
しもくまだかす

鵰巣集落営農組合「アスパラガス栽培」
④ 森林整備加速化等基幹作業道開設工事　宝ノ沢線

⑤ 道路改良事業　町道若神子滝線

⑥ 町道田中田湯ノ口線　水路

質
議
等

基幹作業道「宝ノ沢線」調査

アスパラガス栽培状況調査

間伐の推進にどう取り組むか ?
追跡追跡

豊富な森林資源を持つわが町
としては、林業の活性化を図
る上で、間伐の推進には力を
入れていかなければならない
のではないか。

わが町の間伐対象面積は、
林齢16年から55年までの
4800haであり、更なる間伐
を必要としていることから、
引き続き事業を推進します。

その後の
対　応

今
後
の
計
画

　平成21年度の予算の中で、千年の森育成間
伐事業等３つの事業を展開し、間伐 170ha、
作業路23000ｍ等の事業で、総額3451万円が
計上された。

　引き続き間伐を推進するため、間伐補助
事業の拡充、作業道の開設を行うとともに、
林地残材の木質バイオマスエネルギーとし
ての活用を図ります。

平成20年９月一般質問から

その後
どうなった？レポート

第第1２1２回回

間伐の推進にどう取り組むか ?

集積された「間伐材」補助事業により進む間伐作業

QQ

AAA



ふるどの議会だより　第112号
平成22年７月20日発行15

　

平
成
22
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
５
月
14
日
に
開
か
れ
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
の
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
・
補
正
予

算
に
係
る
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
10
件
の
議
案
を
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
で
議
決
し
監
査
請
求
し
た
「
役
場
庁
舎
屋
根

等
改
修
工
事
」
に
つ
い
て
の
監
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
工

事
は
設
計
の
仕
様
書
ど
お
り
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

審
議

議
案

質
疑

監
査
委
員
の
報
告
内
容

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て 

９
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

監
査
結
果
報
告

QQQQQQQQ
使
用
頻
度
の
高
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
者
負
担
で
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

AAAAAAAAAAAA
投
資
に
対
す
る
収
益
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
補
助
事
業
に
よ
り
町
が
整
備
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
で
の
活
用
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約
の
見
込
み
が
約
８
０

０
世
帯
と
福
祉
関
係
方
面
へ
の
活
用
を
図
る

た
め
の
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

加
入
の
自
己
負
担
は
ど
の
程
度
に
な
る

の
か
。家

庭
へ
の
引
き
込
み
は
個
人
負
担
と
な
り
、

月
々
の
使
用
料
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
フ
レ
ッ
ツ
で

約
６
８
０
０
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

今
回
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
は
、
何
芯

の
も
の
か
。

１
芯
で
す
。

会

臨
時

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

敷
設
工
事
請
負
契
約

第
３
回

税
条
例

　

た
ば
こ
税
率
等
改
正

税
特
別
措
置
条
例

　

課
税
免
除
期
間
延
長

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

賦
課
限
度
額
が
63
万
円
に
、

非
自
発
的
離
職
者
の
給
与

所
得
軽
減
等

１
契
約
の
目
的　

地
域
情
報
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
工
事

２
契
約
の
方
法　

随
意
契
約

３
契
約
金
額　

２
億
８
３
５
０
万
円

４
契
約
の
相
手
方　

福
島
市　

東
日
本
電
信
電
話
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
支
店
長　

三
和 

千
之

５
工　
　
　
　

期　

平
成
22
年
12
月
24
日

１
監
査
の
種
類　

地
方
自
治
法
第
98
条
第
２
項
の
規
定
に
基

　
　
　
　
　
　

づ
く
請
求
に
よ
る
監
査
（
議
会
請
求
）

２
監
査
の
対
象　

古
殿
町
役
場
庁
舎
屋
根
等
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
（
屋
根
カ
ラ
ー
長
尺
鉄
板
塗
装
工
事
ほ
か

　
　
　
　
　
　

９
工
事
）

３
契
約
金
額　

２
０
４
８
万
８
６
５
０
円

一
般
会
計

　

特
別
地
方
交
付
税
の
増
等

特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険

・
老
人
保
健

・
農
業
集
落
排
水
事
業

・
介
護
保
険

・
後
期
高
齢
者
医
療

正
改

条
例

算
予

補
正

　

５
回
に
わ
た
る
監
査
で
、
関
係
人
等
か
ら
の
聴
取
、
書
類

調
査
、
契
約
事
務
、
計
画
、
設
計
、
積
算
及
び
工
事
は
関
係

法
令
に
準
拠
し
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。
事
の
発
端
と
な
っ
た
屋
根
塗
装
工
事
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
塗
料
は
、
直
接
代
理
店
よ

り
搬
入
さ
れ
、
監
督
員
等

が
立
ち
会
い
確
認
し
て
い

る
。

②
塗
料
は
、
ロ
ッ
ト
管
理
さ

れ
て
お
り
、
他
の
混
入
は

考
え
ら
れ
な
い
。

③
メ
ー
カ
ー
が
発
行
し
た
出

荷
証
明
書
が
あ
る
。

④
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
発
注

し
た
の
で
、
他
製
品
の
供

用
は
あ
り
得
な
い
。

⑤
今
回
の
よ
う
な
高
グ
レ
ー

ド
の
塗
料
を
大
量
に
発
注

す
る
現
場
は
見
当
た
ら
な

い
。

　
　
　
　
　
　
（
一
部
掲
載
）



　
　

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
、
日
本
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
出
し
、
惜
し
く
も
敗
れ
は

し
ま
し
た
が
、
一
丸
と
な
っ
た
チ

ー
ム
プ
レ
ー
で
健
闘
し
ま
し
た
。

　
　

代
表
チ
ー
ム
の
食
事
を
担
当

す
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
総
料
理
長
西

芳
照
さ
ん
は
、
福
島
産
の
コ
メ
を

持
参
し
た
そ
う
で
す
。
１
次
リ
ー

グ
の
大
一
番
で
選
手
た
ち
が
、
最

後
ま
で
走
り
、
攻
め
続
け
た
の
を

後
押
し
し
た
の
は
、
福
島
産
の
食

材
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
特
に
コ

メ
の
お
に
ぎ
り
が
良
か
っ
た
と
か
。

　

体
力
差
を
、
団
結
力
と
精
神
力

で
補
っ
た
日
本
チ
ー
ム
、
上
を
目

指
し
て
懸
命
に
戦
う
選
手
達
か

ら
、
古
殿
町
の
子
供
達
も
古
殿
の

コ
メ
を
食
べ
て
、
元
気
と
や
る
気

を
育
て
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
　

編
集
委
員　

高
木　

節
男

　

論
田
・
下
鵰
巣
集
落
は
、
福
島
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
「
ハ
ル
キ
タ
ル
」
の
栽
培

に
取
り
組
み
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

農
作
業
中
に
お
邪
魔
し
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

☆組織と栽培面積は
　組合員数20名。代表者は遠藤光一さ
ん現在40a、6000本のアスパラガス
を栽培。一時期、大豆栽培にも取り組
みました。
　「ハルキタル」は、ちょっと細めで
すが柔らかく甘いのが特徴です。

☆集落営農の楽しさ・苦労話
　農作業は３月～12月まで続きます。
組合員同士のコミュニケーションや協
調性が生まれる。ただ、高齢者が多く
後継者不足です。野菜はデリケートな
ので、病気・雑草・害虫との闘いが大
変です。

☆将来の目標は
　古殿のアスパラガスとして、特産物
として定着させ　地域活性化につなげ
たい。ピーク時は日量100kg位の収穫
があるので、販売ルートの確保が課題
です。
　多くの皆さんに美味しく食べて頂き、
組合員で温泉旅行に行ければいいかな。

下鵰巣集落営農組合下鵰巣集落営農組合下鵰巣集落営農組合

編
集
後
記

印
刷
：
ワ
タ
ベ
印
刷
所
　

　
　
　
〒
961-0936 福

島
県
白
河
市
大
工
町
1
8　

　　　　 ＴＥＬ
.0248-22-3241　

ＦＡＸ
.0248-22-3249

共働作業での休憩「お話は?」

安全安心な野菜づくり

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

http://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/

 発
行
：
古
殿
町
議
会
　
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

 〒
963－8304  福

島
県
石
川
郡
古
殿
町
大
字
松
川
字
新
桑
原
31

 Ｔ
Ｅ
Ｌ
0247－53－4621・

Ｆ
Ａ
Ｘ
0247－53－4511

くまだかしも すくまだか

し
も
く
ま
だ
か
す

しも す
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